
前
田
専
學
先
生
の
著
作
に
よ

る
と
、
涅
槃
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ド
語
で
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
と

い
う
。
西
洋
の
研
究
者
は
、

か
つ
て
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
ａ

ｎ
ｎ
ｉ
ｈ
ｉ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
全
滅
、消
滅
）と
い
う
言
葉

で
訳
し
た
。
西
洋
の
研
究
者

た
ち
は
人
間
の
霊
魂
も
含
む

一
切
の
も
の
が
ま
っ
た
く
な

く
な
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
う

こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
理

解
し
た
。
仏
教
徒
は
「
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
虚
無
的
な
も
の

を
理
想
と
す
る
の
か
、
仏
教

は
虚
無
主
義
で
は
な
い
か
」

と
永
遠
不
滅
の
霊
魂
の
存
在

を
信
じ
て
い
る
西
洋
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
学
者
は
考
え
た

の
で
し
た
。
彼
ら
に
は
ま
さ

し
く
異
文
化
理
解
の
つ
ま
ず

き
の
石
で
、
な
か
な
か
理
解

し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ブ

ッ
ダ
の
到
達
し
た
最
高
の
境

地
で
あ
る
涅
槃
と
は
、
言
語

的
に
は
、「
吹
き
消
す
」
と
い

う
意
味
を
も
つ
。
す
な
わ
ち

暗
闇
の
中
で
赤
々
と
燃
え
て

い
る
一
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
ふ

っ
と
吹
き
消
す
と
、
静
寂
が

訪
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
私

た
ち
の
煩
悩
や
愛
着
の
火
が

消
さ
れ
た
後
の
寂
静
（
じ
ょ

う
じ
ゃ
く
）
の
境
地
を
ニ
ル

ヴ
ァ
ー
ナ
と
い
う
言
葉
は
意

味
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
こ
か
ら
は
私
の
な
ん
の

裏
付
け
の
無
い
至
論
に
な
る

が
、
涅
槃
と
は
「
大
い
な
る

感
謝
」
と
「
ゼ
ロ
リ
セ
ッ

ト
」
の
両
立
を
可
能
に
す
る

境
地
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
い
ま
消
え
か
か
る
焚
火

の
炎
の
最
後
の
揺
ら
ぎ
を
眺

め
な
が
ら
「
有
難
う
ね
。
い

ざ
、
さ
ら
ば
」
と
つ
ぶ
や
い

た
ら
、「
に
ゃ
ん
、
に
ゃ
ん
」

と
聞
こ
え
た
。

◆
大
切
な
人
の
た
め
に
も
、

生
き
ぬ
い
て
！
そ
の
た
め
の

防
災
講
話

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
第
２
回
フ

ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
大
切

な
人
の
た
め
に
も
、
生
き
ぬ

い
て
！
そ
の
た
め
の
防
災
講

話
」
を
開
催
す
る
。
皆
様
で

ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

開
催
す
る
。

開
催
内
容
：

日
時
：
１
月
16
日
（
木
）

18
：
30
～
20
：
00
、
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
で
実

施
講
師
：
専
修
大
学
文
学
部

　

助
教　

鈴
木
比
奈
子
先
生

対
象
：
会
員
及
び
関
係
団

体
の
皆
様
、
小
売
業
・
警
備

業
の
皆
様
（
ロ
ス
対
策
士
な

ど
）目

的
：
当
工
業
会
の
会
員

に
お
い
て
は
、
今
回
の
能
登

地
震
・
水
害
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
、
義
援
金
、
防
犯

カ
メ
ラ
機
器
の
提
供
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
義

を
皆
様
で
確
認
し
、
今
後
の

災
害
対
策
に
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
家
族
で
ご
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
催
：
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

　

交
通
機
関
と
関
連
店
舗
の

保
安
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及

び
防
災
士
な
ど
の
有
志

受
付
：
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら

涅
槃
（
ね
は
ん
）
の
意
味

イ
ン
ド
哲
学
者
で
東
京
大

学
名
誉
教
授
を
務
め
ら
れ
た

い
た
の
か
、
店
舗
の
売
場
レ

イ
ア
ウ
ト
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
を

す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

牽
制
業
務
と
防
犯
面
の
報
告

業
務
の
精
度
や
質
が
制
服
警

備
の
評
価
項
目
に
な
り
ま

す
。
店
内
の
死
角
や
不
審
行

為
が
行
わ
れ
る
場
所
を
分
析

し
、
巡
回
ル
ー
ト
と
確
認
項

目
、
そ
し
て
、
従
業
員
と
の

連
携
体
制
を
打
ち
合
わ
せ
し

て
い
く
こ
と
で
「
防
犯
対
策

の
見
え
る
化
」
が
促
進
さ
れ

ま
す
。

６
・
３　

実
施
項
目
の
可
視

化
本
部
担
当
者
の
重
要
な
仕

事
と
し
て
、
防
犯
の
年
間
業

務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
化

し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
防
犯
上
で
日
・
週
・

月
・
半
期
単
位
で
何
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
必

要
な
こ
と
を
明
確
に
し
て
お

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
実
施
事
項
（
プ
ロ
セ

ス
）
が
明
確
に
な
れ
ば
、
結

果
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
結
果

的
に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
万
引
き
行
為
も
減

り
、
ロ
ス
が
削
減
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
〝
ち
ゃ
ん
と
〟
と

い
う
部
分
を
数
値
化
で
き
れ

ば
、
組
織
全
体
と
し
て
さ
ら

な
る
改
善
が
可
能
に
な
り
ま

す
。「
ロ
ス
は
店
長
に
付
い

て
回
る
」
と
い
う
表
現
を
よ

く
お
聞
き
し
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
な
ぜ
？
と
疑
問
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

気
づ
き
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
の
何
倍
も

重
要
で
す
。
そ
れ
は
〝
気
づ

き
〟
が
万
引
き
対
策
の
決
め

て
に
な
る
こ
と
が
多
い
か
ら

で
す
。

下
記
の
表
は
、
制
服
警
備

が
巡
回
中
に
確
認
し
て
い
る

一
例
で
す
。
巡
回
業
務
も
こ

の
よ
う
に
可
視
化
し
て
お
く

と
売
場
の
防
犯
体
制
が
一
定

に
保
た
れ
ま
す
。

し
あ
っ
た
。

警
備
体
制
と
組
織
体
制

６
・
１　

万
引
き
対
策
の
手

順
犯
罪
機
会
論
と
犯
罪
原
因

論
を
店
内
の
防
犯
活
動
に
当

て
は
め
て
み
る
と
３
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
ど
れ
が
正
し
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
店
舗
形
態
や
商
品
の
特

性
に
よ
っ
て
対
応
策
を
考
え

れ
ば
良
い
の
で
す
。但
し
、不

審
者
が
万
引
行
為
に
及
ぶ
前

に
諦
め
さ
せ
る
行
為
と
万
引

行
為
に
及
ん
だ
後
に
捕
捉
す

る
場
合
の
リ
ス
ク
を
比
べ
た

場
合
、
絶
対
的
に
捕
捉
業
務

の
方
は
身
体
的
危
険
度
や
ク

レ
ー
ム
時
の
リ
ス
ク
が
格
段

に
高
く
な
り
ま
す
。
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
意
味
に

お
い
て
も
投
資
効
果
の
観
点

か
ら
判
断
し
た
場
合
、「
万
引

き
を
さ
せ
な
い
売
場
体
制
」

作
り
が
賢
明
な
防
犯
方
法
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

１
、
制
服
警
備
や
社
員
巡

回
に
よ
る
万
引
行
為
の
牽
制

（
予
防
主
義
・
犯
罪
機
会

論
）２

、私
服
警
備（
保
安
員
）

に
よ
る
万
引
行
為
の
捕
捉　

　
（
検
挙
主
義
・
犯
罪
原
因

論
）３

、
制
服
警
備
（
ま
た
は

社
員
）
と
私
服
警
備
の
併
用

　

 

（
予
防
主
義
と
検
挙
主
義

の
併
用
）

大
切
な
こ
と
は
、
現
在
自

社
で
取
り
組
ん
で
や
っ
て
い

る
こ
と
が
、
予
防
主
義
の
活

動
な
の
か
、
そ
れ
と
も
検
挙

主
義
の
活
動
な
の
か
を
理
解

し
、
目
的
に
あ
っ
た
取
り
組

み
方
法
や
評
価
の
基
準
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
店
内
立
哨
警
備

や
店
内
の
巡
回
警
備
員
の
主

た
る
責
務
は
万
引
行
為
の
牽

制
で
あ
り
、
万
引
者
の
捕
捉

業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
そ
の
評
価
基
準
は
期
間

中
何
人
捕
捉
し
た
の
か
で
は

な
く
、　　
　
　
　
　
　
　

①
不
審
者
を
牽
制
す
る
こ

と
（
日
時
・
内
容
な
ど
の
詳

細
）　②

巡
回
中
の
防
犯
観
察

（
機
器
の
状
況
・
売
場
の
状

況
・
従
業
員
さ
ん
の
接
客
態

度
）不

審
行
為
が
あ
っ
た
場
所

や
内
容
の
記
録
化
や
値
札
や

空
箱
が
い
つ
ど
こ
に
落
ち
て

罪
防
止
機
構
会
議
室

（
東
京
都
千
代
田
区
神
田

駿
河
台
１
︲
２
書
店
会
館
３

階
）
ま
た
は 

Ｗ
ｅ
ｂ
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）

【
費
用
】
無
料
（
募
集
対

象
は
、
原
則
「
会
員
」）

【
出
席
者
】
57
名
（
29
事

業
者
・
団
体
）
※
会
場
参
加

者
27
名
、
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
30
名

〇
小
売
事
業
者
・
団
体（
22 

社
32
名
）

〇
保
安
警
備
業
者
（
２
社

２
名
）

〇
セ
ル
フ
レ
ジ
メ
ー
カ

ー
・
販
売
事
業
者
（
５
社
６

名
）〇

警
察
（
３
所
属

７
名
）

〇
全
国
万
引
犯
罪

防
止
機
構
（
10
名
）

冒
頭
、
竹
花
豊
理

事
長
（
写
真
上
・
中

央
）
は
「
毎
月
１

回
、
小
売
事
業
者
ら

の
方
々
と
万
引
き
の

被
害
状
況
や
対
策
に

つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
が
、
セ

ル
フ
レ
ジ
で
の
不
正

に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
検
討
す
べ
き
だ
と

い
う
声
が
あ
が
っ

た
。
今
や
セ
ル
フ
レ

ジ
で
の
不
正
は
多
く

の
方
々
に
と
っ
て
切

実
で
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
被
害

に
遭
っ
た
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
各
社
が

協
働
し
て
対
応
し
、

警
察
も
連
携
し
て
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

知
恵
を
出
し
合
っ
て
し
っ
か

り
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
時

期
に
き
て
い
る
」
と
情
報
共

有
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

（
理
事
長
挨
拶
文
は
激
流

オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り　

https:
//gekiryu-online.jp/2024/
12/184500

）

◆
万
防
機
構
の
ロ
ス
対
策
士

普
及
委
員
会
に
て

12
月
13
日
（
金
）
Ｌ
Ｐ
教

育
制
度
作
成
委
員
会
改
め
、

ロ
ス
対
策
士
普
及
委
員
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
科
学
保
安

警
備
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
店
内
の
制
服
警

備
（
立
哨
・
巡
回
・
接
遇
）

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
未
整
備
な

チ
ェ
ー
ン
店
が
あ
り
、
い
く

つ
か
の
小
売
業
よ
り
、
改
善

を
お
願
い
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
委
員
会
で
話
し
合
っ
た
。

事
実
、
最
新
の
ロ
ス
対
策
テ

キ
ス
ト
ｖ
ｅ
ｒ
・
２
・
０
に

は
制
服
警
備
の
説
明
が
４
行

ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
も
そ
も

防
犯
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
た
記
述
で
も
な
い
の
で
、

以
下
の
内
容
面
を
今
後
の
上

級
者
テ
キ
ス
ト
で
折
り
込
む

こ
と
を
近
江
委
員
長
と
確
認

用
し
、
安
全
性
と
正
確
性
を

確
保
し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
回
し
、
そ
の
機
密
性
と
安

全
性
・
正
確
性
を
客
観
的
に

分
か
る
形
で
十
分
な
周
知
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

信
頼
を
獲
得
で
き
る
と
考
え

る
。

◆
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
理
事
会
に
て
推

奨
顔
委
認
証
シ
ス
テ
ム
や
推

薦
製
品
な
ど
を
発
表

12
月
６
日
（
金
）
に
第
４

回
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
理
事

会
を
開
催
し
、
第
４
回
科
学

保
安
検
定
講
習
会
の
合
格
者

の
発
表
、
第
５
回
推
奨
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
検
定
認
定
を
セ

ー
フ
ィ
ー
（
株
）
の
Ａ
Ｉ
︲

Ａ
Ｐ
Ｐ
人
物
検
索
に
、
推
薦

製
品
認
定
Ｎ
ｏ
・
０
０
６
を

（
株
）
パ
ト
ラ
イ
ト
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
制
御
信
号
灯
に
贈

呈
し
た
。
勉
強
会
で
は
「
内

閣
府
・
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務

の
安
定
的
な
提
供
の
確
保
に

関
す
る
制
度
」
に
つ
い
て
摺

田
委
員
長
よ
り
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
忘
年
会
を
行

い
、
２
０
２
４
年
の
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
公
式
行
事
は
す
べ
て
完
了

し
た
。

◆
万
防
機
構
の
セ
ル
フ
レ
ジ

不
正
対
策
会
議

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

主
催
で
、
以
下
の
内
容
で
多

く
の
小
売
業
な
ど
事
業
者
が

参
加
し
、
セ
ル
フ
レ
ジ
対
策

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
有
難

い
こ
と
に
、
こ
の
会
議
の

後
、
小
売
業
数
社
よ
り
万
防

機
構
へ
入
会
が
あ
っ
た
。

セ
ル
フ
レ
ジ
不
正
対
策
会

議
「
議
事
」（
案
）

【
日
時
】
２
０
２
４
年
12

月
10
日
（
火
）
14
：
00
か
ら

15
：
30

【
場
所
等
】
全
国
万
引
犯

限
定
し
た
ア
ク
セ
ス
権
の
付

与
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
デ

ー
タ
蓄
積
の
ス
テ
ッ
プ
に
続

き
、
分
析
・
活
用
の
ス
テ
ッ

プ
に
お
い
て
も
、
物
理
的
リ

ス
ク
と
人
的
リ
ス
ク
の
低
減

に
繋
が
る
取
り
組
み
に
は
重

き
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。

２
．
４
．
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
サ
イ
ク
ル
の
運
用
に

は
、
経
営
陣
や
導
入
担
当
部

署
の
理
解
だ
け
で
は
足
り

ず
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
携

わ
る
一
般
社
員
の
理
解
促
進

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
活
動
と
し
て
は
、

各
店
舗
の
各
ス
テ
ッ
プ
に
お

け
る
役
割
と
責
任
の
明
示
、

社
員
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

各
ス
テ
ッ
プ
に
お
け
る
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
徹
底
、

定
期
的
な
監
査
の
実
施
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
現
場
に
適

応
し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

確
立
と
実
行
が
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
運
用
の
肝
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

２
．
５
．
デ
ー
タ
廃
棄

無
用
な
デ
ー
タ
収
集
・
保

存
が
無
用
な
リ
ス
ク
を
生

む
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
一
定
期
間
で

破
棄
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
個
人
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
遅
延
な
く
削
除
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
利
用
目
的

に
応
じ
て
、
数
か
月
か
ら
数

年
以
内
に
廃
棄
す
る
と
す
る

こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い

る
。

３
．
ま
と
め

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
定

義
づ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
機
密
性
」、「
安
全
性
」、

「
正
確
性
」、「
客
観
性
」、

「
周
知
性
」、「
信
頼
性
」
で

あ
る
。
機
密
性
を
担
保
し
て

デ
ー
タ
を
収
集
・
保
管
・
活

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
や

規
約
等
の
作
成
が
必
要
で
あ

る
。

２
．
２
．
デ
ー
タ
蓄
積

実
際
に
顔
識
別
機
能
付
き

カ
メ
ラ
を
導
入
し
、
運
用
が

開
始
さ
れ
る
と
、
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

保
存
場
所
や
保
存
方
法
に
つ

い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
情
報

漏
洩
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を

念
頭
に
置
い
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
採
用
や
人
的
リ
ス
ク
の

排
除
が
重
要
と
な
る
。
ま

た
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の

品
質
維
持
の
た
め
、
定
期
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

２
．
３
．
デ
ー
タ
分
析
・
活

用
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分

析
し
活
用
で
き
る
こ
と
が
、

顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ
導

入
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
基

で
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
利
用
目
的
に

沿
っ
た
範
囲
で
の
活
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ
ー
タ
の

管
理
者
や
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
メ
ン
バ
ー
を

要
な
基
本
事
項
を
ま
と
め

る
。

２
．
サ
イ
ク
ル

顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ

は
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
運
用

さ
れ
る
。

①
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企

画
、
デ
ー
タ
収
集

②
蓄
積

③
デ
ー
タ
活
用
・
分
析

④
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン　

⑤
デ
ー
タ
廃
棄

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ

ッ
プ
に
お
け
る
留
意
事
項
を

記
述
す
る
。

２
．
１
．
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

企
画
、
デ
ー
タ
収
集

ま
ず
、
顔
識
別
機
能
付
き

カ
メ
ラ
を
導
入
す
る
目
的
を

定
め（
防
犯
目
的
、出
退
勤
管

理
目
的
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

目
的
な
ど
）、そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能

を
有
す
る
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
選
定
す
る
。
こ
こ

で
重
要
と
な
る
の
が
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
企
画
で
あ
る
。
目

的
と
利
用
範
囲
の
明
確
化
、

デ
ー
タ
収
集
・
保
存
方
法
の

策
定
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
の

活
用
方
法
や
管
理
体
制
の
整

備
、
こ
れ
ら
を
文
章
化
し
た

【
サ
イ
ク
ル
の
図
解
】
Ａ

班
作
成

２
０
２
４
年
11
月
29
日

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
＊
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
Ａ
班
の
発
表
内

容
「
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

考
え
る
」

１
．
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

は
顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ

の
導
入
・
活
用
が
進
む
中
、

そ
れ
ら
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
取
得
す
る
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
の
明
確
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
基
盤

に
は
個
人
情
報
保
護
法
が
存

在
す
る
が
、
法
令
は
全
国
民

が
遵
守
す
べ
き
最
低
ラ
イ
ン

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
国

民
が
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
実
際
に
要
求
す
る

ラ
イ
ン
と
は
乖
離
が
あ
る
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
活

動
が
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
で

あ
る
。
法
令
を
遵
守
し
て
い

た
と
し
て
も
、
国
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
は
お
ろ

か
、
炎
上
に
発
展
し
か
ね
な

い
。
法
令
と
実
運
用
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
以
下

に
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
必

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

影
響
は
も
と
よ
り
、
監
視
社

会
へ
の
懸
念
、
差
別
や
偏
見

の
助
長
、
ひ
い
て
は
防
犯
民

主
主
義
な
ど
の
私
た
ち
の
社

会
の
根
幹
を
成
す
価
値
観
へ

の
脅
威
に
も
繋
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
デ
ー
タ
の
適
切
な
取

扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
い
た
だ
く
お
客
様
等
の

皆
様
に
も
、
考
え
方
を
共
有

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た

ち
は
、
地
域
社
会
を
含
む
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と

の
双
方
向
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
努
め
、
協
力
し

て
Ａ
Ｉ
推
進
の
た
め
の
デ
ー

タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
個
人
の
皆
様
の

目
線
に
立
っ
て
、
継
続
的
な

対
話
を
行
う
等
、
透
明
性
を

高
め
る
仕
組
み
を
整
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

※
こ
の
内
容
は
主
に
、
秀

逸
な「
セ
ー
フ
ィ
ー 

デ
ー
タ

憲
章
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://bucket.safie.
link/pdf/csr/advisoryboa
rd/safie_data_charter_JP.
pdf

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

説
明
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
１

つ
の
説
明
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
法
令
に
適
合
す
る

た
め
の
体
制
だ
け
で
な
く
、

国
民
の
要
求
ラ
イ
ン
や
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
炎
上
・
レ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
へ

の
体
制
作
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
日
々

心
に
留
め
今
後
の
事
業
に
織

り
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

☆
皆
様
と
の
双
方
向
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
（
案
）
※　
　

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
映
像
デ
ー
タ
や
連
携
す

る
各
種
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

現
状
及
び
今
後
の
課
題
解
決

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
目
指

す
姿
で
あ
る
安
心
・
安
全
な

社
会
作
り
へ
の
貢
献
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の

適
切
な
取
扱
い
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
映
像
や
文
字
デ
ー

タ
が
不
適
切
に
取
り
扱
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

11
：
00　

各
チ
ー
ム
の
成

果
物
の
途
中
発
表
、
ア
ド
バ

イ
ス12

：
00　

昼
食

13
：
00　

各
チ
ー
ム
の
修

正
対
応

14
：
00　

各
チ
ー
ム
の
発

表
14
：
30　

休
憩

14
：
45　

各
自
、
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
ど
う
活
か
す
の

か　
15
：
00　

全
員
、
そ
の
内

容
を
発
表
。
チ
ー
ム
と
個
人

に
「
頑
張
っ
た
で
賞
（
図
書

カ
ー
ド
）」
を
ご
用
意
。

15
：
45　

終
了
、片
付
け
、

帰
社
・
帰
宅　

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

全
資
料
と
各
班
の
発
表
及

び
小
嵐
宣
言
の
資
料
は
、
会

員
ペ
ー
ジ
の
Ｃ
︲
37
に
保
存

工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

２
０
２
４
年
11
月
29
日

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン

ス
＊
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス　
合

宿
報
告

目
的
：
Ａ
Ｉ
（
画
像
と
文

字
）
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
告
知
と
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
り

日
時
：
11
月
28
日
（
木
）

10
：
30
～
11
月
29
日
（
金
）

16
：
00

参
加
者
：
木
村
一
樹
、
稲

本
義
範
、
上
野
順
子
、
野
口

祥
子
、
黒
岩
佳
加
、
土
田
美

那
、
摺
田
祐
司
、
中
西
陽
一

郎
、
山
本
健
二
、
林
俊
一
、

豊
田
孝
志
、
三
明
和
也
、
森

川
真
次
、
井
上
謙
二
、
青
柳

秀
夫
、
脇
弘
之　

以
上
16
名
（
順
不
同
、
敬

称
略
）

Ａ
Ｉ
推
進
の
た
め
の
デ
ー
タ

ガ
バ
ナ
ン
ス　
熱
海
小
嵐
宣

言　
抜
粋
（
案
）

国
際
的
な
情
勢
と
し
て
、

先
進
国
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
国
で
、
画
像
や
文
字
の

Ａ
Ｉ
利
用
が
防
犯
防
災
の
中

で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
同
じ

く
、
省
人
化
や
効
率
化
が
小

売
業
や
介
護
や
工
事
の
現
場

な
ど
で
不
可
欠
な
要
素
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
永

続
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
於
か
れ
て
は
、
Ａ
Ｉ
推
進

の
指
針
に
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
内
容
で
あ
る
。

11
／
28
（
木
） 

10
：
00 

熱
海
駅
集
合　

10
：
30　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
ル
ー
ム
の
会
場
設
営

11
：
00　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
進
行
：
稲
本
会
長

〇
目
的
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
部
屋
割
り
確
認

〇
自
己
紹
介

〇
先
達
企
業
か
ら
の
法
的

ア
ド
バ
イ
ス　

摺
田
委
員

長
、
山
本
Ｗ
Ｇ
長

12
：
00　

昼
食

13
：
00　

取
り
巻
く
環
境

の
確
認　

１

〇
Ａ
Ｉ
開
発
の
経
験
か
ら

学
ぶ　

ア
ー
ス
ア
イ
ズ
社
の

山
内
社
長　

＊

〇
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

先
進
的
取
組
み　

セ
ー
フ
ィ

ー
社　

中
内
氏　

〇
個
人
情
報
保
護
法
で
Ａ

Ｉ
や
顔
認
証
に
関
連
す
る
こ

と　

木
村
弁
護
士

〇
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
事
例　

東
京

海
上
デ
ィ
ー
ア
ー
ル
株　

青

島
氏
＊

15
：
10　

休
憩

15
：
25　

現
状
の
営
業
戦

略
以
外
の
課
題
の
洗
い
出
し

（
例
）
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

告
知
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
監
査　
　
　

　

16
：
00　

課
題
や
テ
ー
マ

毎
の
チ
ー
ム
分
け
、
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
決
め

16
：
30　

各
チ
ー
ム
で
ワ

ー
ク
、
資
料
集
め

18
：
15　

状
況
発
表

18
：
45　

終
了
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン

19
：
00　

夕
食
と
情
報
交

換
会21

：
00　

1
日
目
の
行
事

終
了
、
会
議
室
で
の
情
報
交

換　

10
名
参
加

24
：
00　

就
寝

11
／
29
（
金
）　 

07
：
30　

朝
食

08
：
50　

５
分
で
で
き
る

防
犯
挨
拶
訓
練

09
：
10　

取
り
巻
く
環
境

の
確
認　

２

〇
Ｃ
Ｉ
Ａ
社
の
取
組
み　

デ
ー
タ
の
分
析
等　

三
明
氏

09
：
25 

チ
ー
ム
毎
の
作
業

◆
炎
・
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト

２
０
１
１
年
10
月
１
日

（
土
）
の
散
歩
中
に
拾
っ
た

メ
ス
の
子
猫（
洋
猫
）が
２
０

２
４
年
12
月
14
日（
土
）に
死

ん
だ
。
拾
っ
た
と
き
は
３
５

０
グ
ラ
ム
と
や
せ
細
り
、
虫

の
息
だ
っ
た
。
連
日
の
よ
う

に
獣
医
師
に
診
て
も
ら
い
、

な
ん
と
か
体
調
が
回
復
し
、

い
ま
ま
で
生
き
ぬ
い
た
。
い

つ
も
い
っ
し
ょ
に
い
た
の
は

妻
の
方
で
四
六
時
中
妻
の
側

に
い
て
く
れ
た
。し
か
し
、最

初
と
最
期
は
ど
う
い
う
わ
け

か
私
の
方
だ
っ
た
。
12
月
14

日
（
土
）
に
ペ
ッ
ト
の
火
葬

に
初
め
て
立
ち
会
っ
た
。「
ご

縁
」
と
名
付
け
た
こ
の
猫
は

た
い
て
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
に
い
て
、
家
族
や
友
人

達
に
安
ら
ぎ
を
く
れ
た
。
火

葬
の
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
る

瞬
間
に
、
す
べ
て
の
思
い
出

が
一
点
に
集
約
し
、
心
が
無

明
に
な
る
の
を
感
じ
た
。

翌
日
の
夕
方
に
焚
火
を
し

た
。
焚
き
火
の
暖
か
さ
や
光

が
包
み
込
む
中
で
過
ご
す
時

間
は
、
日
常
生
活
の
中
で
忘

れ
が
ち
な
命
へ
の
感
謝
や
、

自
然
の
美
し
さ
、
力
強
さ
を

改
め
て
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
。
焚
き
火
の
オ
レ
ン
ジ
色

の
炎
は
、
心
理
学
的
に
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る

色
と
さ
れ
る
。
こ
の
色
は
、

安
心
感
や
幸
福
感
を
促
進
す

る
と
同
時
に
、
焚
き
火
を
囲

む
こ
と
で
得
ら
れ
る
心
の
解

放
や
精
神
的
な
ゼ
ロ
リ
セ
ッ

ト
は
、
生
き
る
な
か
で
不
可

欠
な
要
素
だ
と
思
う
。
ペ
ッ

ト
も
焚
火
も
私
た
ち
の
生
活

に
深
い
味
わ
い
と
豊
か
さ
を

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
。

◆
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ

ン
ス
＊
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス　

合
宿
報
告

２
０
２
４
年
11
月
28
日

（
木
）～
29
日（
金
）に
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
＊

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
合
宿
を

行
っ
た
。
以
下
の
「
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
と
「
メ
ン
バ
ー
」

で
宣
言
案
や
Ａ
班
の
発
表
内

容
を
ご
紹
介
し
た
い
。
参
加

者
に
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
参
加

し
て
も
ら
い
、
一
か
ら
作
り

上
げ
た
内
容
で
あ
る
。
各
社

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
15
）

炎
・
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト
で
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
作
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

JEAS データガバナンスフロー

12 月 6 日（金）第 4 回工業会ＪＥＡＳの理事会を開催

万防機構のセルフレジ不正対策会議

工業会ＪＥＡＳ　日時：11 月 28 日（木）10：30 ～ 29 日（金）16：00　会場：レクトーレ熱海小嵐

ＡＩ推進のためのデータガバナンス　熱海小嵐宣言　抜粋

犯罪機会論『犯罪に強い３要素』

万引き予防のための店舗巡回リストの例




